
古紙を配合した紙を使用しています。 

 

  

       

 

         

 

                  

                

 

 

 

 

                                    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

戸越二丁目町会 

会 
 

戸 越 二 丁 目 町 会 は 、 戸 越 八 幡 神 社 が 中 央 に 位

置 し 例 大 祭 の 宮 元 町 会 で す 。  

戸 越 八 幡 神 社 境 内 に は 「 江 戸 越 え て  清 水 の

上 の 成 就 庵  願 い の 糸 の  と け ぬ 日 は な し 」 の

句 碑 が あ り 、 戸 越 の 地 名 の 由 来 に な っ た と さ れ

て い ま す 。  

町 会 の 年 間 行 事 は 、 入 学 祝 い の 餅 つ き ・ お 花

見 、 納 涼 会 、 子 供 会 レ ク 等 、 楽 し く 明 る い 町 会

を 目 指 し 、 町 会 員 が 互 い に 顔 の 見 え る 活 動 を し

て い ま す 。  

特 に 例 大 祭 は 、 最 大 の イ ベ ン ト で 大 い に 盛 り

上 が り 「 戸 越 愛 」 を 感 じ さ せ ま す 。 ま た 、 防

災 ・ 防 犯 に も 町 会 一 丸 と な っ て 、 日 々 訓 練 に 努

め 安 心 ・ 安 全 な 街 づ く り を 目 標 に し て お り ま

す 。  

 新 し く 戸 越 の 住 人 に な ら れ た 方 々 は 、 是 非 、

ご 遠 慮 な く 町 会 行 事 に ご 参 加 く だ さ い 。  

戸越三丁目町会 
 

戸 越 三 丁 目 町 会 は 商 店 街 が あ り ま せ ん が 、 子

供 た ち の 笑 い 声 や 住 民 の 皆 さ ん の 笑 顔 が 絶 え な

い 明 る い 地 域 で す 。  

町 会 で は 子 供 た ち や お 年 寄 り が 安 心 し て 住 み

や す い 町 づ く り に 力 を 入 れ て い ま す 。  

い く つ か 活 動 内 容 を 紹 介 す る と 、 毎 年 「 小 学

校 新 入 学 児 童 の 集 い 」 を 開 催 し 、 小 学 校 の 新 入

生 と そ の 親 御 さ ん を 招 待 し 、 お 祝 い を 行 う の が

伝 統 行 事 に な っ て い ま す 。 こ れ に よ り 、 子 供 た

ち が 自 然 と そ の 後 の 町 会 行 事 に 参 加 で き る よ う

に な り ま す 。 ま た 、 敬 老 会 の 方 々 も 月 二 回 、 町

内 清 掃 に 励 ん で い た だ い て い ま す 。  

こ の よ う に 町 会 活 動 を 通 じ て 、 地 域 住 民 の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ て い ま す 。  

今 年 は 町 会 会 館 の 耐 震 補 強 工 事 に 伴 う リ フ ォ

ー ム も 完 了 し 、 大 変 良 い 環 境 で 町 会 員 の 皆 様 が

会 館 を 利 用 で き る よ う に な り ま し た 。 様 々 な 活

動 で ご 活 用 く だ さ い 。  

子 供 会 （サマレク）  

 

新 入 学 児 童 の集 い  

 

清 掃 活 動  

 

区 民 消 火 隊  

 


